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県
内
の
地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄

与
し
て
い
る
事
業
主
と
従
業
員
を
表

彰
す
る
「
神
奈
川
県
優
良
産
業
人
表

彰
式
」
が
２
月
３
日
、
横
浜
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

計
１
４
７
名
が
受
賞
、
当
商
工
会
議

所
管
内
か
ら
は
11
名
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

当
商
工
会
議
所
か
ら
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不

同
・
敬
称
略
）

　

▼
片
岡
勇
（
㈱
片
岡
製
作
所
）
▼

荒
井
功
（
㈱
日
相
印
刷
）
▼
吉
原
洋

子
（
㈱
吉
原
学
園
）
▼
山
本
実
（
㈲

山
本
タ
イ
ル
工
業
）▼
梅
沢
澄
夫（
㈱

ヤ
チ
ヨ
ハ
ー
ト
ケ
ア
）
▼
鈴
木
清
人

（
Ｍ
＆
Ｅ
神
奈
川
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱
）

▼
佐
藤
東
二
（
三
菱
重
工
業
㈱
相
模

原
製
作
所
）
▼
矢
作
忠
征
（
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
相
模
事
業
所
）

▼
宇
野
森
雄
（
㈱
関
東
機
工
）
▼
小

林
き
よ
子
（
菊
屋
浦
上
商
事
㈱
）
▼

渡
辺
知
彦
（
㈱
入
江
土
木
）

　

工
業
部
会
近
未
来
技
術
研
究
会

（
田
森
幸
一
会
長
＝
双
葉
工
業
社
長
）

は
２
月
11
～
14
日
、
第
３
回
例
会
と

し
て
香
港
視
察
を
実
施
。
会
員
ら
16

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

香
港
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
Ｒ
Ｔ
）
の
労
働
現
場
導
入
や
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
実
用
化
な
ど
、

同
分
野
の
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
Ｒ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ

を
テ
ー
マ
に
「
イ
ン
ベ
ス
ト
香
港
」

や
「
香
港
貿
易
発
展
局
（
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ

Ｃ
）」
で
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
意

見
交
換
、
ま
た
政
府
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
研
究
機
関
「
香
港
サ
イ
エ
ン
ス

ア
ン
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
Ｈ

Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）」、「
香
港
ア
プ
ラ
イ
ド

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ン
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）」
で
の
研
究
見
学
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
、
香
港
の

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
投
資
環
境

に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
解
説
。「
現

地
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

起
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実

し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
香
港
の
展
示
会
に
は
世
界
各
国

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
中
国
市
場
を

▲当日の式典会場にて

第
64
回
神
奈
川
県
優
良
産
業
人
表
彰

当
商
工
会
議
所
か
ら

 

11
名
受
賞

含
め
た
海
外
展
開
の
ハ
ブ
と
し
て
展

示
会
を
活
用
す
る
日
本
企
業
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
Ｈ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
で
は
、
香
港
の
産
業
技
術
の
研
究

や
、
Ｒ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
分
野
の
研
究
に
つ

い
て
解
説
。
Ａ
Ｉ
は
既
に
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
を
先
駆
け
と
す
る
金
融
や
鉄

道
の
分
野
で
の
実
用
化
が
図
ら
れ
て

お
り
、
今
後
も
様
々
な
分
野
で
の
導

入
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
通
信
技
術
、
電
子
部

品
、
光
学
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
も

見
学
を
行
い
、
参
加
者
は
「
香
港
は

金
融
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、

中
国
資
金
に
よ
る
新
産
業
の
技
術
開

発
に
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

近
未
来
研
海
外
視
察

香
港
Ｒ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ

 
技
術
に
触
れ
る

▲視察団一行（HKTDCにて）

▲ASTRIでの技術見学

　

表
彰
式
で
は
黒
岩
祐
治
県
知
事
、

上
野
孝
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

に
よ
る
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
へ
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
神
奈
川
県
議

会
森
正
明
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
受

賞
者
を
祝
い
ま
し
た
。
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当
商
工
会
議
所
で
は
市
内
大
手
企

業
と
の
連
携
・
強
化
に
よ
り
市
内
経

済
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
２
月
20
日
、
当
所
役
員
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
32
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
市
担
当
者
か
ら
相
模
総

合
補
給
廠
の
一
部
返
還
地
内
に
計
画

し
て
い
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
や

道
路
整
備
の
状
況
等
、
ま
た
、
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
を
利
用
し
た
広
域
的

な
来
街
者
が
期
待
で
き
る
橋
本
駅
南

口
に
計
画
し
て
い
る
も
の
づ
く
り
産

業
交
流
ゾ
ー
ン
へ
の
展
示
場
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
産
業
施
設
や
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
な
ど
、
経
済
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
橋
本
駅
は
バ

ス
を
含
め
三
大
都
市
圏
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
こ
と
か
ら
首
都
圏
南
西
部

の
ハ
ブ
と
し
て
の
都
市
機
能
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
。
小
田
急
多
摩
線
延
伸

も
含
め
経
済
活
動
に
お
け
る
時
間
的

距
離
が
短
縮
さ
れ
経
済
波
及
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
の
で
整
備
計
画
は
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
計
画
を
着
実
に
進
め
ら

れ
大
手
や
業
務
系
企
業
の
誘
致
に
よ

り
昼
間
人
口
や
生
活
人
口
の
拡
大
を

図
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
圏
央
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
も
計
画
ど
お
り
設
置
願
い

た
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開

催
し
大
手
企
業
と
当
所
役
員
等
と
の

情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

２
月
５
、６
日
の
両
日
、
役
員
議

員
視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
杉
岡

芳
樹
会
頭
を
は
じ
め
役
員
議
員
な
ど

計
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
外
の
先
進
的

な
観
光
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
視
察
。
相
模
原
の
観
光
や

産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
に
つ
な
げ
る

た
め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
は
岡
崎
市
と
浜
松
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

一
行
は
ま
ず
、
徳
川
家
康
公
の
生

誕
地
で
も
あ
る
岡
崎
市
の
岡
崎
商
工

会
議
所
・
山
中
賢
一
専
務
理
事
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
山
中
専
務
理
事

は
、
岡
崎
城
な
ど
の
観
光
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
策

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

同
市
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
純
情
き
ら
り
」（
２
０
０
６
年
）
の

舞
台
に
な
っ
た
ほ
か
、
宮
内
庁
御
用

達
の
由
緒
あ
る
八
丁
味
噌
の
産
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
知
名
度

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
年
の
家
康
公
没
後
四
百

年
の
節
目
の
年
に
は
、
家
康
公
ゆ
か

り
の
「
お
寺
・
神
社
・
史
跡
」
が
あ

る
岡
崎
、
浜
松
、
静
岡
市
と
各
商
工

会
議
所
が
連
携
。「
徳
川
家
康
公
顕

彰
四
百
年
記
念
事
業
」
と
し
て
１
年

間
、
史
跡
め
ぐ
り
や
講
演
会
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
今

後
は
台
湾
な
ど
の
訪
日
観
光
客
の
増

加
に
も
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

　

次
に
訪
問
し
た
浜
松
市
は
、
今
年

１
月
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城

主 

直
虎
」の
舞
台
で
す
。
こ
こ
で
は
、

年
間
62
万
人
が
訪
れ
る
日
本
一
の
産

業
観
光
施
設
「
う
な
ぎ
パ
イ
フ
ァ
ク

ト
リ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
観
光
は
、
経
済

波
及
効
果
や
雇
用
創
出
が
期
待
で
き
、

相
模
原
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲あいさつする杉岡会頭

▲まちづくりなどについて意見交換

市
内
経
済
の

さ
ら
な
る
振
興
を

高
い
経
済

波
及
効
果「
観
光
」

大
手
企
業
と
懇
談
会
を
開
催

役
員
議
員
県
外
視
察
研
修
会

▲岡崎商工会議所にて
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２
月
10
日
、
市
立
産
業
会
館
で
青

年
部
（
山
口
恒
会
長
）
企
画
主
管
の

「
さ
が
み
は
ら
商あ
き

人ん
ど

思し
ぐ
さ草
塾じ
ゅ
く」（
相

模
原
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日

は
雪
も
散

ら
つ
く
中
、

１
５
０
名

を
超
え
る

大
勢
の
方

が
来
場
し

ま
し
た
。

　

今
回
お

招
き
し
た
講
師
は
、
マ
グ
ロ
大
王
こ

と
〝す
し
ざ
ん
ま
い
〟
の
木
村
清
氏

（
㈱
喜
代
村　

代
表
取
締
役
社
長
）

で
す
。
木
村
氏
の
生
い
立
ち
か
ら
起

業
に
至
る
ま
で
の
話
を
通
じ
、
諦
め

な
い
姿
勢
と
経

営
の
着
眼
点
に

つ
い
て
語
ら
れ

た
木
村
氏
。
参

加
者
か
ら
は

「
人
の
や
ら
な

い
こ
と
で
皆
が

求
め
て
い
る
こ

と
を
見
極
め
る

重
要
性
を
感
じ

　

当
商
工
会
議
所
は

２
月
12
日
、
小
田
急

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
相
模
大
野
の
グ

リ
ル
キ
ッ
チ
ン　

ボ

ン
・
ロ
ザ
ー
ジ
ュ
で

企
業
に
お
勤
め
の
方

向
け
「
独
身
男
女
の

た
め
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
in
相
模

原
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
（
公
財
）
相
模

原
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
あ
じ
さ
い
メ
イ
ツ
と
の
共
催
で
、

計
51
名
の
男
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
レ
ス
ト
ラ
ン
自
慢

の
ブ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
話

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト

タ
イ
ム
も

あ
り
、
会

場
を
さ
ら

に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

た
」「
発
想
の
転
換
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

青
年
部

「
強
い
会
社
に
な
る
」ヒ
ン
ト
は

諦
め
な
い
こ
と
！

　

講
演
会
の
終
了
後
に
は
、
青
年
部

事
業
の
意
見
交
換
会
「
強
い
会
社
に

な
る
た
め
に
」
を
開
催
。
青
年
部
会

員
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
木
村
氏

も
引
き
続
き
参
加
い
た
だ
き
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

自
ら
も
〝
社
長
製
造
機
〟
と
語
る

木
村
氏
か
ら
の
熱
意
あ
る
お
話
し
に
、

青
年
地
域
経
済
人
と
し
て
気
持
ち
を

新
た
に
す
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

～素敵な出会いを～

婚活パーティを開催▼和やかな雰囲気で
　行われました

マ
グ
ロ
大
王
こ
と

木
村
社
長
来
た
る
さがみはら
商人思草塾

　

当
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る

首
都
圏
政
令
市
所
在
の
６
商
工
会
議

所
（
東
京
・
横
浜
・
川
崎
・
さ
い
た

ま
・
千
葉
）
は
２
月
３
日
、
川
崎
商

工
会
議
所
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
in

川
崎
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
商
工
会
議
所
か
ら

会
員
企
業
73
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
最
初
に
１
社
１
分
程

度
の
自
社
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
企
業
同
士
が
自
由

に
交
流
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
積
極
的
に
交
流

し
、
閉
場
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
活
気

に
満
ち
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

首
都
圏
政
令
市
会
議
所
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催▲積極的に交流する参加者
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経
営
支
援
の
取
組
み

 

～
外
部
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

当
協
会
で
は
、
企
業
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
信
用
保
証
や
経
営

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
提
案
す

る
「
提
案
型
信
用
保
証
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
中

小
企
業
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る
経
営
の

課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に「
外

部
専
門
派
遣
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼「
外
部
専
門
家
派
遣
」の
ポ
イ
ン
ト

　

皆
さ
ま
が
抱
え
る
課
題
に
応
じ
た

専
門
家
（
中
小
企
業
診
断
士
等
）
を

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
31
回
）

派
遣
し
ま
す
。

　

原
則
5
回
ま
で
無
料
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
利
用
企
業
の
声

　
「
無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
が
申

込
み
を
後
押
し
し
た
。
自
社
で
は
把

握
し
て
い
な
か
っ
た
課
題
に
気
付
き
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
」

　

当
協
会
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
皆
さ
ま
も
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
経
営
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

経
営
支
援
室

　

☎
０
４
５
－
６
８
１
－
７
１
９
６

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施

商
店
街
エ
リ
ア
等

�

一
斉
清
掃

　

相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活
動

推
進
協
議
会
（
武
内
英
雄
会
長
）
は
、

「
第
18
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
を
３
月
12
日
か
ら
市
内
商
店

街
（
会
）
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
「
地
域
の
お
客
様
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目
指

し
、
商
店
街
（
会
）
等
が
、
地
域
を

一
斉
に
清
掃
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
も
毎
年
増
え
て
お
り
、
商

店
主
を
は
じ
め
自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
学
生
な
ど
幅
広
く
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

も
目
指
し
て
い
ま
す
。
実
施
日
は
３

月
12
～
18
日
の
間
、各
商
店
街
（
会
）

で
決
め
て
行
い
ま
す
の
で
お
近
く
の

商
店
街
（
会
）
で
確
認
し
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

事
務
局　

相
模
原
商
工
会
議
内

　

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

平成28年4月から『支店』になりました

　

当
協
会
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
保

証
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
保
証
制
度
の
ご
案
内
】

▼
創
業
保
証

　

開
業
前
か
ら
開
業
後
間
も
な
い
中

小
企
業
の
皆
さ
ま
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

（
ポ
イ
ン
ト
）

・
信
用
保
証
料
が
低
く
設
定

・
担
保
は
不
要

▼
経
営
力
向
上
関
連
保
証

　

平
成
28
年
８
月
よ
り
取
扱
い
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

（
ポ
イ
ン
ト
）

・
信
用
保
証
料
が
低
く
設
定

・
一
般
保
証
と
は
別
枠

　

な
お
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
円

滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

平
成
29
年
３
月
よ
り｢

事
業
承
継
保

証
制
度｣

の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
当
協
会
窓
口
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
相
模
原
支
店

☎ 
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　
審
査
部
審
査
課

☎ 

０
４
５
－
６
８
１
－
７
１
７
４

http://w
w

w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

 

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会
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会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if
1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料 峰山霊園 墓石注文受付中相模原

市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

　
「
第
57
回
全
国
推
奨
観
光
土
産
品

審
査
会
」
が
昨
年
11
月
18
日
に
開
か

れ
、
当
商
工
会
議
所
推
薦
の
㈲
小
川

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
南
区
麻
溝
台
）
の

商
品
３
点
が
推
奨
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
審
査
会
は
、
日
本
商
工
会
議

所
と
全
国
観
光
品
土
産
連
盟
の
共
催

で
、
各
地
の
観
光
土
産
品
の
な
か
か

ら
食
品
衛
生
・
品
質
・
公
正
表
示
・

郷
土
色
な
ど
で
優
れ
た
観
光
土
産
品

を
推
薦
す
る
も
の
で
す
。
地
域
振
興

を
狙
い
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
菓
子
部
門
で
推
奨
さ
れ
た

小
川
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
商
品
は
こ
ち

ら
で
す
。

広域連携事業リニア中央新幹線
停車駅めぐり 甲府商工会議所

（山 梨 県）
⬅ 飯田（長野県） 相模原（神奈川県） ➡Vol.5リニア中央新幹線沿線の商工会議所の地域観光情報や特産品などをご紹介しています。

　甲斐の国（山梨）を治めた戦国時代の武将「武田信玄公」の命
日である４月12日を中心に山梨県内の各地では、その遺徳を偲ぶ
様々な祭りが行われます。
　その中でも、甲府市中心部を会場に行われる「信玄公祭り」は、
３日間（今年は４月７日（金）～９日（日））に渡り盛大に開催さ
れます。最大の見どころは、８日（土）の夕方からの出陣式です。
1,000名を超える武者が集結します。
　甲州軍団出陣では、宿敵「上杉謙信」と北信濃の支配権をめぐ
り数度に渡り対決したとされる合戦の場、川中島に向けた出陣の
様子を再現した武者行列が舞鶴城公園を出発し、甲府市の中心街
を練り歩きます。
　その規模はまさに世界最大級です。信玄公を取り巻く勇猛果敢
な武田二十四将とともに執り行う出陣の儀式・三献の儀から「風」

「林」「火」「山」の各軍団の出陣へと、勇ましい一大戦国絵巻が
繰り広げられます。（雨天決行）

主なスケジュール（第46回）
平成29年 4 月 8 日（土）
〇甲州軍団出陣式（舞鶴城公園）　16：30-17：00
〇甲州軍団出陣（舞鶴城公園－甲府市中心部）　17：00-19：00
　※ 今回の信玄公役は三遊亭小遊三 氏、軍師 山本勘助役は 

林家三平 氏
〇信玄公祭り「輝きの祭典」大宝飾展
　（防災新館 やまなしプラザ）10：00-19：00
　 ジュエリー産地甲府の宝飾メーカーが主力商品・新作を展示販

売。独自ブランド「Koo-fu」最新コレクションの展示即売会　他。
〇アクセス
　 JR中央本線甲府駅周辺、中央道甲府南ICより甲府駅方面へ15

分（4/8　甲府駅周辺は通行規制あり）

〇お問い合わせ
　やまなし観光推進機構
　☎ 055-231-2722　

詳細は公式ホームページをご確認ください。
公式HP　https://www.yamanashi-kankou.jp/shingen/index.html

戦
国
の
名
将「
武
田
信
玄
公
」い
ま
蘇
る

「
小
川
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

�

菓
子
部
門
で
３
点

観
光
土
産
品
推
奨
品
に
決
定

ブランド卵「鳳凰卵」の生産をてがける養鶏場をもち、自社の
卵を原料に豊富な商品を販売しています。

販売所　南区麻溝台5-14-39
☎ 042-705-7313

▲シュガードーナッツ ▲生プリン

▲たまご屋　こだわりのカステラ
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専門家に学ぶ

　

２
０
１
６
年
は
、
世
界
経
済
が

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
波
に
の
ま
れ
た

年
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
２
０
１
６
年
は
、
起
こ
り
得
ず
、

起
き
る
べ
き
で
な
い
、
起
こ
ら
な
い

で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
す
べ
て
起
き
た

年
」
と
振
り
返
っ
た
米
紙
も
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｔ
）
に
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
は

も
と
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
過
激

な
大
統
領
の
登
場
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

和
平
合
意
拒
否
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
統

領
失
職
、
イ
タ
リ
ア
の
憲
法
改
正
案

否
決
・
首
相
辞
任
、
そ
し
て
韓
国
の

大
統
領
弾
劾
決
議
と
、
本
当
に
目
ま

ぐ
る
し
い
一
年
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
景
気
回
復
を
成
し

遂
げ
た
与
党
が
、
取
り
残
さ
れ
た
地

方
の
不
満
で
敗
れ
る
な
ど
、
政
治
異

変
の
芽
は
す
で
に
２
０
１
５
年
に
現

れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
は
各
国
固
有
の

事
情
が
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
共
通
点

と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
貧
富
の

差
の
拡
大
、
中
間
層
の
没
落
、
地
方

の
衰
退
な
ど
の
経
済
問
題
に
対
し
て
、

政
治
が
無
力
で
あ
り
、
政
治
家
が
何

も
し
て
く
れ
な
い
た
め
、
社
会
が
分

断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
へ
の
国

民
の
失
望
で
あ
る
。
経
済
的
苦
境
が

続
く
一
方
で
、
不
法
移
民
が
野
放
し

に
さ
れ
る
不
公
平
、
コ
ネ
や
情
実
が

幅
を
利
か
せ
る
不
公
正
な
ど
、
民
主

主
義
国
家
で
あ
り
な
が
ら
、
社
会
正

義
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
国
民

の
怒
り
が
爆
発
し
た
。
各
国
で
起
き

て
い
る
こ
と
は
一
見
ば
ら
ば
ら
で
あ

る
が
、
根
っ
こ
は
同
じ
で
、
市
場
経

済
や
民
主
主
義
へ
の
不
満
、
失
望
で

あ
る
。

　

そ
れ
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を

許
し
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
民
主
主
義
、

市
場
経
済
の
危
機
で
あ
る
。
危
機
は

そ
の
ま
ま
２
０
１
７
年
に
持
ち
越
さ

れ
て
い
る
。

　

世
界
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
加
速

さ
せ
た
一
因
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
経
済
運
営
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
各
国
は
協
調
し
て
金
融
緩
和
に

よ
っ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
を
回

避
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
財
政
面

で
は
緊
縮
政
策
を
続
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
景
気
低
迷
下
で
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
も
低
下
し
た
。

さ
ら
に
、
構
造
改
革
を
先
送
り
し
続

け
た
こ
と
で
潜
在
成
長
率
も
低
下
し

た
。
折
か
ら
の
中
国
な
ど
新
興
国
の

成
長
鈍
化
も
、
景
気
低
迷
に
拍
車
を

掛
け
た
。

　

し
か
し
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や

保
護
主
義
は
、
諸
問
題
を
解
決
す
る

処
方
箋
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
民

主
主
義
、
市
場
経
済
の
在
り
方
は
修

正
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
や
保
護
主
義
が
増
長
す
れ

ば
、
結
局
は
縁
故
経
済
や
ゆ
が
ん
だ

補
助
金
の
乱
発
な
ど
に
つ
な
が
り
、

経
済
社
会
を
さ
ら
に
ゆ
が
め
、
問
題

の
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

ま
ず
各
国
は
、
経
済
政
策
の
枠
組

み
を
変
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き

で
あ
る
。
金
融
緩
和
依
存
一
辺
倒
を

改
め
、
財
政
出
動
に
軸
足
を
移
し
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
潜
在
成
長
力

強
化
の
た
め
に
は
国
民
に
痛
み
が
伴

う
構
造
改
革
も
欠
か
せ
な
い
が
、
国

民
に
痛
み
を
求
め
る
の
は
そ
う
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
。
長
期
戦
に
な
る

が
、
不
公
平
や
非
効
率
の
是
正
に
向

け
て
舵
（
か
じ
）
を
切
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
日
本
を
見
る
と
、
世
界
の

民
主
主
義
国
家
と
は
対
照
的
に
、
政

権
は
極
め
て
安
定
し
て
い
る
。
日
本

の
所
得
格
差
は
相
対
的
に
小
さ
い
と

は
い
え
、
長
期
に
わ
た
る
デ
フ
レ
の

下
で
中
間
層
が
没
落
し
た
。
た
だ
し
、

そ
の
日
本
は
す
で
に
政
権
交
代
を
経

験
し
た
。
現
在
の
政
権
は
、
金
融
緩

和
だ
け
で
な
く
、
財
政
政
策
と
構
造

改
革
を
組
み
合
わ
せ
、
低
所
得
層
の

支
援
、
中
間
層
の
復
活
や
働
き
方
改

革
、
地
方
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
日
本
は
、
経
済

政
策
面
で
は
現
時
点
で
世
界
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
安
倍
政
権
は
す
で
に
５

年
目
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
財
政
政

策
・
構
造
改
革
の
成
果
を
求
め
ら
れ

る
が
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
の
再
生

は
道
半
ば
で
あ
る
。
地
方
活
性
化
も

全
国
で
再
生
の
芽
は
見
ら
れ
る
が
、

ま
だ
大
き
な
う
ね
り
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
ぬ
る
い
改
革
に
終
始
し
て
い

た
の
で
は
結
果
は
つ
い
て
こ
な
い
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ど
こ
ろ
か
周
回
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
改
革
の
実
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。�

（
２
月
１
日
執
筆
）

世
界
を
席
巻
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

― 
民
主
主
義
、市
場
経
済
の
危
機 

―

�

日
本
総
合
研
究
所
　
理
事
長
　
高
橋
　
進

※
執
筆
者
と
の
契
約
に
よ
り
、
紙
媒
体
で
の
掲
載
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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専門家に学ぶ

■
正
確
な
検
索
順
位
を
知
る

　
「
自
社
の
サ
イ
ト
は
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
○
位
に
な
り

ま
す
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
く
の

で
す
が
、
詳
し
く
聞
い
て
み
る
と
普

段
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
環
境
で
そ

の
ま
ま
検
索
し
た
結
果
と
い
う
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
場
合
、

他
の
ユ
ー
ザ
ー
と
は
検
索
順
位
が
異

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

グ
ー
グ
ル
で
は
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド

検
索
と
い
う
技
術
が
使
わ
れ
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
普
段
見
て
い
る
サ

イ
ト
や
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
サ

イ
ト
を
優
先
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
利
用
者
と
し
て
は
便
利
な
機
能

で
す
が
、
自
社
サ
イ
ト
の
正
確
な
分

析
の
た
め
に
は
誤
差
の
も
と
に
な
り

ま
す
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
検
索
機
能
を

無
効
に
し
た
結
果
を
知
る
た
め
に

は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
の
フ
ァ
イ
ル

メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
）」
モ
ー
ド
で
開
き

ま
す
。
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド
で
は

こ
れ
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
履
歴
な
ど
が

参
照
さ
れ
な
い
の
で
普
段
見
て
い
る

サ
イ
ト
の
影
響
を
受
け
ず
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
サ
ー
チ
コ
ン
ソ
ー
ル
を
活
用

　

グ
ー
グ
ル
が
提
供
し
て
い
る
ア
ク

セ
ス
解
析
サ
ー
ビ
ス
が
グ
ー
グ
ル
ア

ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
で
す
が
、
現
在
で
は

検
索
サ
イ
ト
の
Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
対
応
が
進

み
、
訪
問
者
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
活
用
で
き
る
の
が
「
グ
ー

グ
ル
サ
ー
チ
コ
ン
ソ
ー
ル
」
で
す
。

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
同
様
に
グ
ー
グ

ル
ア
カ
ウ
ン
ト
で
利
用
で
き
ま
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
は

別
に
サ
イ
ト
を
登
録
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
設
定
に
よ
り

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
連
動
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
グ
ー
グ

ル
が
自
社
の
サ
イ
ト
に
ど
の
よ
う
に

巡
回
し
て
来
て
い
る
か
、
巡
回
時
の

エ
ラ
ー
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
最
も
見
応
え

が
あ
る
の
が
「
検
索
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク

ス
」
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
こ
こ

で
は
、
過
去
最
大
90
日
分
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
検
索
キ
ー

ワ
ー
ド
で
自
社
サ
イ
ト
が
表
示
さ
れ

て
い
る
か
、
そ
の
時
の
平
均
順
位
は

何
位
か
、
そ
の
う
ち
実
際
に
ク
リ
ッ

ク
し
て
サ
イ
ト
に
訪
問
さ
れ
た
件
数

は
何
件
か
と
い
っ
た
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
実
際
に
訪
問
し
て
き
た
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
し
か
解
析
で
き
な

い
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
は
異
な
り
、

検
索
結
果
に
表
示
さ
れ
た
回
数
が
確

認
で
き
る
の
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

表
示
回
数
が
多
い
も
の
の
ク
リ
ッ
ク

数
が
少
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
上
位
表
示
を
目
指
し
て
サ
イ
ト

内
で
の
記
述
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
」

メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
か
つ
て
グ
ー
グ
ル

検
索
で
調
べ
ら
れ
た
も
の
の
今
で
は

調
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
自
社
サ
イ

ト
へ
の
リ
ン
ク
を
記
述
し
て
い
る
サ

イ
ト
の
一
覧
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
術

さ
が
み
は
ら
IT
協
同
組
合
　
理
事

有
限
会
社
コ
ウ
チ
ヤ
代
表
取
締
役

藤
田
　
実

相模原のお店・企業版

Vol.55

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

▶ 

フ
ィ
ル
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
見
ら
れ

て
い
る
個
々
の
ペ
ー
ジ
の
日
別
推
移
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Search Console
https://www.google.com/webmasters/tools/home
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■
試
作
１
４
０
０
回

　

相
模
原
市
内
に
は
店
舗
が
な
い
た

め
、
お
そ
ら
く
「
象
の
耳
」
を
初
め

て
知
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
全
国
各
地
に
店
が
出
て
お
り
、

県
内
で
も
小
田
原
市
内
で
移
動
販
売

車
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
名
称
で
も
あ

る
「
象
の
耳
」
で
す
が
、
も
と
も
と

は
15
年
ほ
ど
前
、
小
泉
社
長
が
米
オ

レ
ゴ
ン
州
で
目
に
し
た
象
の
耳
の
よ

う
な
形
を
し
た
揚
げ
パ
ン
「
エ
レ

フ
ァ
ン
ト
・
イ
ヤ
ー
」
が
原
点
で
す
。

　

こ
の
食
べ
物
に
衝
撃
を
受
け
た
小

泉
社
長
が
、
日
本
で
も
広
め
よ
う
と

帰
国
。
日
本
人
の
好
み
に
あ
っ
た
大

き
さ
、
味
に
し
よ
う
と
、
独
学
で
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
し

て
２
年
後
に
よ
う
や
く
商
品
化
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
試
作
回
数
は
、

実
に
約
１
４
０
０
回
か
け
た
と
い
い

ま
す
。
最
初
は
１
台
の
移
動
販
売
車

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

■
独
特
の
食
感
を
実
現

　

シ
ナ
モ
ン
シ
ュ
ガ
ー
、
ご
ま
き
な

こ
、
ス
イ
ー
ツ
、
ラ
ス
ク
、
ピ
ザ
風

…
。
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
も
多
彩
。

注
文
を
受
け
て
か
ら
た
っ
た
数
分
で

完
成
し
ま
す
。
揚
げ
て
、
焼
く
だ
け

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
さ
く
さ

く
・
ふ
か
ふ
か
・
も
ち
も
ち
」
の
食

感
は
出
ま
せ
ん
。
そ
の
秘
密
は
、
や

は
り
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
製
法

に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

小
泉
社
長
の
試
作
の
苦
労
は
実
り
、

全
国
へ
と
広
ま
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
も
追
い
風
で
す
。
都
内
に
も
「
象

の
耳
」
製
造
工
場
を
設
け
る
ま
で
に

な
り
、
現
在
は
さ
ら
な
る
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。

■
特
約
店
も
募
集
中

　

同
社
は
看
板
商
品
を
持
ち
た
い
地

域
飲
食
店
向
け
に
新
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
特
約

店
制
度
を
新
設
。
各
店
舗
に
対
し
て

同
社
か
ら
「
象
の
耳
」
の
生
地
だ
け

を
提
供
。
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
店
舗

が
生
地
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
、
目
玉
商
品
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
で
す
。

　

Ｆ
Ｃ
で
は
な
く
特
約
店
制
度
な
の

で
、
加
入
金
60
万
円
（
今
な
ら
半

額
）
で
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
「
象
の
耳
」
と
い
う

名
称
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
生
地

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
、

好
き
な
名
称
を
つ
け
て
販
売
で
き
ま

す
。
機
材
費
は
10
万
円
前
後
で
研
修

費
は
ゼ
ロ
。
本
部
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

に
す
る
場
合
は
、
レ
シ
ピ
や
ソ
ー
ス

も
提
供
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
「
競
合
店
に
は
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で

差
別
化
で
き
ま
す
。
Ｆ
Ｃ
と
違
っ
て

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
も
自
分
で
決
め

ら
れ
ま
す
」
と
小
泉
社
長
は
話
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で

す
。

　ZOOは、あげ焼きパン「象の耳」を
フランチャイズ（FC）展開する企業で
す。「象の耳」とは、軽く揚げてから超
高温で焼いて油を飛ばした新製法のパ
ンです。「“さくさく・ふかふか・もちも
ち”が特徴です」と、開発した小泉智博
社長はいいます。移動販売車や店舗が
全国に出ており、小泉社長は普及に奔
走。 ４月開催の「相模原市民桜まつり」
にも出店する予定です。

新感覚の揚げ焼きパン
「象の耳」を全国展開

わが社の「いち押し」

㈱ZOO
中央区中央3-12-3（インクループ株式会社内）　☎ 042-703-8811

▲小泉智博社長

▲アレンジ多彩な「象の耳」
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―
会
社
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
も
と
も
と
は
１
９
６
１
年
、
畜

産
業
を
営
む
『
村
田
畜
産
』
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の『
高
座
豚
』

の
育
種
の
開
発
者
は
、
私
の
祖
父
で

す
。
や
が
て
経
済
成
長
に
伴
い
、
相

模
原
も
都
市
化
が
進
む
な
か
で
、
業

態
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
」

　
「
銀
行
員
だ
っ
た
私
が
事
業
承
継

し
た
89
年
に
は
、
梱
包
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
し
て
製
品
を
運
ぶ
の
で
す
が
、

よ
く
交
通
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
型
の

携
帯
電
話
が
出
て
き
た
時
期
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
時
間
を
利
用
し
て
電
話

１
本
で
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
な
い
か
、

と
考
え
て
宅
建
を
取
得
し
て
不
動
産

業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
に

至
り
ま
す
」

　
―
不
動
産
業
と
し
て
は
珍
し
く
、

子
育
て
支
援
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
将
来
へ
の
先
行

投
資
と
い
う
訳
で
は
な
い
で
す
が
、

将
来
の
日
本
を
背
負
う
子
供
た
ち
に

何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
参
入

し
ま
し
た
。
子
供
が
成
長
す
る
時
期

に
、
い
か
に
育
て
る
か
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
母
親

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
母
親
も
交
え
、

一
緒
に
子
育
て
を
支
援
し
て
い
こ
う

と
オ
ハ
ナ
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

幸
い
、
妻
と
３
人
の
娘
は
、
４
人
と

も
幼
稚
園
の
教
諭
や
保
育
園
・
養
護

施
設
の
職
員
、
栄
養
士
な
ど
の
現
場

経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
子

育
て
支
援
を
始
め
る
う
え
で
追
い
風

と
な
り
ま
し
た
」

　
―
オ
ハ
ナ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
「
も
と
も
と
横
山
台
に
あ
り
ま
し

た
が
、『
企
業
主
導
型
保
育
事
業
』

を
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
３
月

１
日
に
本
社
（
上
溝
）
の
真
向
か
い

に
新
設
・
移
転
し
ま
す
。
０
～
12
歳

児
ま
で
、
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ま

す
。
年
齢
が
異
な
る
子
供
た
ち
が
一

緒
に
い
る
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な

こ
と
で
す
。
手
が
か
か
る
子
供
が
、

自
分
よ
り
小
さ
い
子
供
の
面
倒
を
見

た
り
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

う
る
さ
い
か
ら
静
か
に
し
よ
う
と
か
、

一
つ
の
社
会
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

昔
の
大
家
族
で
は
な
い
で
す
が
、
子

供
た
ち
は
そ
う
や
っ
て
必
要
な
こ
と

を
学
ん
で
い
く
の
で
す
」

　
―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　
「
オ
ハ
ナ
を
将
来
、
も
っ
と
大
き

く
し
て
地
域
に
も
開
放
で
き
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
業
は
不
動
産
で
す
の
で
、

子
育
て
支
援
で
利
益
を
出
そ
う
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
日
本

の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
す
る

事
業
で
す
。
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を

持
っ
た
会
社
が
、
ど
ん
ど
ん
出
て
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

▲村田崇社長

▲リニューアルした「OHANA」

　安倍政権が待機児童対策の切り札として
始めた「企業主導型保育事業」。会社内に
保育施設を設ける企業に対し、国が整備費
などを助成する制度です。今回訪ねたムラタ
カンパニー（相模原市中央区上溝）は、市
内では初めて、同事業に選ばれた企業です。
分譲住宅などの不動産業を主力とする一方
で、2015年 ４月に子育て支援の分野に進
出。「ラーニングセンターOHANA（オハナ）」
を立ち上げています。同社の村田崇社長に
話を聞きました。

子育て支援施設を運営
「地域のため、日本のために」

トップインタビュー

㈲ムラタカンパニー
代表取締役

中央区上溝2-６-1　☎ 042-7６3-3９５3

村田　崇�さん
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協会けんぽ神奈川支部の
加入者・事業主の皆様へ

平成29年3月分（4月納付分）から
協会けんぽ神奈川支部の
健康保険料率及び介護保険料率が
変更となります。
　全国健康保険協会（協会けんぽ）神奈川支部の健
康保険料率は、平成29年 3月分（ 4月納付分）より
従前の9．9７％から9．93％に引き下げになります。な
お、介護保険料率については、１．５８％から１．６５％に
引き上げになります。

現　行 健康保険料率
平成29年

3月分（4月納付分）から

９．９７％ ９．９３％

現　行 介護保険料率
平成29年

3月分（4月納付分）から

１．５８％ １．6５％
●�40歳から６4歳までの方（介護保険 2号被保険者）は、健康保険
料率に全国一律の介護保険料率が加わります。
●�賞与については、支給日が 3 月 １ 日分から変更後の保険料率
が適用されます。

協会けんぽ神奈川支部
☎�04５-339-５５33（代表）

〒240-８５１５
横浜市保土ヶ谷区神戸町１34
横浜ビジネスパーク・イーストタワー2階

http://www.kyoukaikenpo.or.jp　 協会けんぽ 検索

九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、�
横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）では、�
福島県の復興・創生を応援しています

ふくしまの「湯めぐり」
　１30を超える温泉地がある福島は、その数で全国第 4 位を
誇る湯どころ。泉質、効能、色や香りもさまざまで、温泉地
ごとに入浴を楽しめます。無色透明、白濁、萌黄色、鉄分を
多く含んだ赤褐色の湯など、目にも鮮やかな福島の湯で、贅
沢な癒しの時間をお過ごしください。

春の桜、初夏の新緑、秋の紅葉、冬の雪見風呂・・・
福島県の温泉には、日本の四季の魅力があふれています。

◆【中通り】
　高湯温泉（福島市）
奥州三高湯の一つ。白濁の湯
で人気。
「じゃらん人気温泉地ランキン
グ20１７」総合満足度全国 １ 位
獲得。

◆【会津地方】
　東山温泉（会津若松市）
開湯千三百年の歴史があり、
自然豊かな温泉郷。
新撰組の土方歳三が愛した温
泉。

◆【浜通り】
　いわき湯本温泉（いわき市）
千年以上の歴史。道後、有馬
と並ぶ日本三古泉の一つ。

お問い合わせ―――――――――――――――――――――
九都県市首脳会議について
　相模原市企画財政局企画部広域行政課　☎�042-７６9-８24８
福島の観光について
　福島県総務部広報課　☎�024-５2１-７0１4

相模原商工会議所団体扱い

募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜代司

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）

ちゃんと応える医療保険EVER
給与サポート保険

入院も通院も保障　がん保険

お
問
い
合
わ
せ
は
…
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会員PRコーナーインフォメーション

相模原市内約４,7００※社に
自社情報を無料でPR!!

※4,700社は平成29年3月1日現在です。

会員特典
サービス!!

「会員PRコーナー」は、月報「さがみはら商工会議所会報」誌面上で会員の皆さまが自社
情報を自由にPRできるスペースです。
新製品の紹介や事業案内、イベントの告知などにご活用ください。

申 込 方 法
★会社名（登録会員名に限る） ★所在地、TEL、FAX番号 ★事業内容（15文字以内）
★キャッチフレーズ（20文字以内） ★PR文章（200文字以内） ★サブキャッチ（30文字以内）

・HPアドレス・E-メールアドレス
・��上記の必要事項をご記入の上（★印は必須項目）写真画像2点（目安）を添えてＥ-メール、または郵送で総務課
までお申し込みください。
・Ｅ-メールでのお申し込みの場合は、件名に【会報・会員ＰＲコーナー掲載希望】とご記入ください。
・掲載時期につきましては、原則として申込順となります。　　・申し込みを受理後、1週間を目途に当所よりご連絡を致します。

申
込
先

　【相模原商工会議所 総務課】
　　〒252-0239 相模原市中央区中央3-12-3 ／☎：042-753-8131 ／ FAX：042-753-7637
　　E-mail：soumu@sagamihara-cci.or.jp

ご
注
意

①原稿・写真は返却致しません。　②掲載の採否、文章等の校正につきましては、当所へご一任願います。また、採否に関する通知
は致しませんのでご了承願います。　③掲載後、次回掲載までに1年の期間を置きます。　④掲載情報の詳細や取引に関しては、取
引当事者間で直接連絡・交渉願います。（トラブルが生じた場合、当所では責任を負いかねます）
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会員PRコーナー 会員紹介

　相模原商工会議所では、会員の皆さまを応援する

ために、経営基盤の強化やビジネスチャンスの拡大、

交流事業など様々なサービスを行っております。

　経営に関する諸問題を抱えている企業の方々は、

ぜひお気軽にご相談ください。

　ご相談は、随時受け付けております。

経営ワンストップサービス

相模原商工会議所
〒252-0239　相模原市中央区中央3-12-3
☎：042-753-1315　　FAX：042-753-7637
URL：http://www.sagamihara-cci.or.jp/
E-mail：info@sagamihara-cci.or.jp
事業内容：地域総合経済団体

経営に関するお悩みは
相模原商工会議所へ
ご相談ください。

 ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中

キャッチフレーズ
（20文字以内）

写真（2点を目安）

サブキャッチ
（30文字以内）

会社名（登録会員名）
所在地、TEL、FAX、
HPアドレス、E-mail、
事業内容

PR文章（200字以内）

A4サイズ
半分のスペース

広報誌「さがみはら商工会議所会報」
� 『会員PRコーナー』にて無料掲載
会員PRコーナー Member’s Public Relations
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インフォメーション

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

本　所
〒2５2-0239
相模原市中央区
中央3-１2-3

☎：042-７５3-１3１５（代表）

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

相模原
商工会議所本所

南支所
〒2５2-0303
相模原市南区相模大野4-５-１
市民ロビー相模大野2F

☎：042-７4６-3６１9

←八王子

相模女子大学

伊勢丹
相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

相談内容 日　　時 場所

労務相談
社会保険労務士による相談

3/14㈫
１3:00～１６:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

3/22㈬・4/12㈬
１3:00～１６:00 本 所

職場環境相談
（メンタルヘルス対策）
精神保健福祉士による相談

相談日時、場所等はお申し込み時
に決定します 本 所

その他各種相談
※�経営全般、事業承継相談、ＩＴ相
談、経営安定相談等の各種相談
も承っております。

本 所

産業医 4/10㈪
１3:30～１4:30

※産業医の相談申込は
　相模原地域産業保健センター
　☎ 042-703-3000でご予約願います。

本 所

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

3/17㈮・3/24㈮・4/7㈮
１3:00～１６:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

3/23㈭・4/6㈭・4/12㈬
１0:00～１2:00･１3:00～１６:00 本 所

3/16㈭
１0:00～１2:00･１3:00～１６:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

4/13㈭
１3:00～１６:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

4/21㈮
１3:00～１６:00 本 所

税務相談
税理士による相談

3/16㈭・3/23㈭・4/3㈪・4/6㈭・4/10㈪・4/13㈭
１3:00～１６:00 本 所

今後の窓口相談のご案内無
料

ご　予　約
お問い合わせ：本所経営支援課　☎ 042-７５３-８１３５

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成29年1月31日現在会員数 4,748件
（平成29年1月1日～1月31日）

□企業経営に役立つ国等の制度や融資などの最新情報を得ることができます。
□�新たなビジネスマッチングや販路拡大につながる交流会等に参加することが
できます。
ぜひ未加入事業所をご紹介ください。� 連絡先　総務課　☎�042-７５3-８１3１

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容
サービス業 万里社会福祉士事務所 梶原 万里子 南区鵜野森１-4７-１-１0７ 0７0-５５9６-７８７７ 仕事と介護の両立支援

サービス業 ㈱　レ イ ザ ー バ ッ ク 田島　伸浩 南区鵜野森１-2８-１9�E-20１ 042-７１9-02７８ 共同生活援助

建 設 業 エ ッ チ ア ン ド イ ー 比嘉　善真 緑区下九沢１６８9-１
ライオンズマンション橋本南20１ 042-７７2-１43６ 電気工事

建 設 業 ㈲　レ　　　オ　　　ン 山本　一郎 南区鵜野森１-１-１７-20１ 042-７0５-9７５9 緑地管理

建 設 業 ㈱　成　　　　　　　光 佐藤　和徳 南区下溝29６-9 042-７１１-８3１６ 雨とい板金工事

飲食宿泊業 お好みじゅんじゅん 吉﨑　昌代 中央区淵野辺4-3-１５ 042-７６８-７922 お好み焼き店

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
工 業 ㈱ＭＥＭＯテクノス 所在地 南区大野台１-５-2 緑区西橋本１-１６-１８

サービス業 社会保険労務士法人 安藤事務所 事業所名 社会保険労務士法人 安藤事務所 安藤経営労務管理事務所

代表者 安藤　佑弥 安藤　悦郎

飲食宿泊業 焼肉DINING�牛若 代表者 今西　有三 坂間　由布子

特別会員 ㈱双和製作所 所在地 緑区根小屋１７29-１ 緑区根小屋20７８
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